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二
十
五
年
度
の
女
性
の
つ
ど
い
を

二
月
二
十
七
日
に
行
い
ま
し
た

「
女
性
の
つ
ど
い
」
に
参
加
し
て

吉
　
田
　
栄
　
子

今
年
は
大
和
郡
山
の
盆
梅
展
と
城
下
町
の
お
ひ
な
ま
つ
り
を

見
学
す
る
と
い
う
こ
と
で
期
待
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
近
鉄
郡

山
駅
に
十
一
名
の
会
員
が
集
合
し
て
、
先
ず
柳
沢
文
庫
に
立
ち

寄
り
、
展
示
室
の
入
口
に
あ
る
江
戸
時
代
の
雛
人
形
を
見
学
し

た
あ
と
盆
梅
展
会
場
の
郡
山
城
跡
追
手
門
・
退
手
向
櫓
・
多
聞

櫓
へ
と
移
動
し
ま
し
た
。
盆
梅
展
に
つ
い
て
は
、
高
退
教
会
員

の
上
田
清
市
長
さ
ん
に
ご
配
慮
を
い
た
だ
い
た
と
聞
き
、
感
謝

し
て
い
ま
す
。
丹
誠
込
め
た
盆
梅
が
今
を
盛
り
と
咲
き
誇
り
、

私
た
ち
を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
代
々
受
け
継
い
で
き
た
と
恩

二
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幹
事
会
が
神
戸
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舞
子
だ
フ
‥
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嶽
わ
脅
し
た
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二
月
二
七
日
～
二
八
日
の
日
経
で
、
日
退
数
近
畿
グ
ロ
ッ

介
の
後
吉
田
順
子
（
兵
庫
）
事
瀦
局
長
の
経
過
離
告
が
行
わ
れ

角
川
順
治
（
凍
阪
）
会
長

の
挨
拶
碁
ま
望
出
席
轟
己
紹
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か
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は
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ま
し
た
。

㌧
J

紘

　

　

　

評

　

定

丁‥‥、∵

公
三
単
産
・
地
訟
退
高
齢
者
藁
会
9

∵「一

日
退
数
定
期
総
会
牒
／
1
4
、
逓
ブ
月
代
封
者
会
敵
鶴
／
巧
適
㌔

㍉
㍉
圭
㍉
三
二
二
二
∵

ト
y
や
一
l
r
l
．

情
動
交
灘
凍
会
1
0
／
攣
甘
過
激
男
女
共
鼠
雷
雲
皿
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退
職
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職
員
全
国
囲
碁
大
倉
1
1
／
2
1
エ
登
嘉
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報
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が
な
さ
れ
ま
か
恩
讐
計
馨
獣
麒
叡
腎
蒼
勲

ヽ

■

壷
で
意
思
軒
尭
熱
戦
、
斎
爵
隠
者
国
立

予
算
案
に
つ
い
で
提
誉
れ
優
一
致
で
承
警
れ
ま
裳
圭

一
四
年
度
の
貰
還
聖
賢
順
譜
撒
葦
で
瀾
攣

れ
ま
す
。
同
時
に
上
野
会
長
は
近
プ
ロ
ゐ
剤
会
長
㌍
楓
潤
事
務
く
‘

局

長

は

幹

事

に

な

り

ま

す

。
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休
憩
後
、
各
府
県
の
報
告
が
あ
隼
奉
呈
道
教
も
他
称
県
人

と
同
じ
く
組
織
拡
大
の
強
化
、
総
会
の
日
程
、
現
役
と
退
艶
有
∴

と
の
協
力
体
制
、
ま
た
退
職
者
と
し
て
何
を
な
す
べ
ぎ
か
と
の

悩
み
を
述
べ
て
お
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
『
子
ど
も
た
ち
へ
の
未
来
の
選
択
』
－
特
定
秘
密

保
護
法
、
集
団
的
自
衛
権
の
容
認
、
そ
し
て
憲
法
「
改
正
」
問

題
を
素
材
と
し
て
Ⅰ
の
演
題
で
、
弁
護
士
丹
治
初
彦
さ
ん
の
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。
資
料
と
し
て
、
日
本
国
患
法
改
正
草
案

（
現
行
憲
法
対
照
）
・
自
由
民
主
党
案
を
使
っ
て
説
明
さ
れ
ま
し

た。

ひ
と
口
に
言
っ
て
日
本
は
選
挙
で
民
主
党
が
大
敗
北
を
し
、

自
民
党
が
圧
勝
し
て
か
ら
は
右
傾
化
路
線
ま
っ
し
ぐ
ら
に
進
ん

で
い
る
事
へ
の
警
鐘
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
も
し
っ
か
り
と
学
習
し
、
戦
争
の
な
い
平
和
な
国
を
目
指
し

て
頑
張
ら
な
く
て
ほ
な
ら
な
い
と
心
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

二
八
日
は
、
天
候
も
快
晴
で
明
石
海
峡
大
橋
、
イ
カ
ナ
ゴ
漁

解
禁
も
重
な
り
、
そ
の
風
景
を
横
目
に
し
な
が
ら
帰
路
に
つ
き

ま
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た
。
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√
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ヶ
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石
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れ
た
登
録
有
形
文
化

財
膠
登
本
家
の
お
ひ
な
さ
ま

は
み
ご
と
だ
と
聞
き
ま
し
た

が
、
予
定
時
刻
も
す
ぎ
て
い

た
の
で
希
望
者
だ
け
で
足
を

伸
ば
し
ま
し
た
。
葉
本
家
の

お
ひ
な
さ
ま
は
歴
史
を
感
じ

る
立
派
な
も
の
で
、
ま
た
昔

の
生
活
用
品
な
ど
旧
家
の
品
々

も
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
遠
く

好
毎
回
の
離
山
の
「
大
和
な
離
ま
つ
盈

油
の
お
ひ
凍
薄
ま
が
各
酵
屋
ご
と
に
別
瓶
ぎ
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い
も
あ
り
圧
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誉
狩
し
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嶺
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、
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務
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皆
瀬
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翌
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革
飾
ら
れ
て
い
ま
し
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を
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ら
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来
る
用
事
が
．
あ
る
」
鴻
毛
す
な
わ
ち
「
今
日
行
く
」

と
ダ
「
今
日
盟
が
あ
れ
ば
涜
苛
囁
呆
け
ず
に
生
き
て
行
け
る
と

㌦
い
か
話
や
、
長
野
怒
訊
鮮
符
も
ま
い
か
迷
ち
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行
く
」
、
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霊
督
晶
窄
才
物
か
速
・
つ
た
ら
葛
重
層
と
が
鷹
明
塚
判
断
で

宜
溜
書
髄
乱
臣
象
渡
島
な
ど
が
出
て
、
と
て

、
甘
有
意
義
海
研
修
で
首
㌔
　
　
宰
㌦

の
旧
川
本
邸
（
市
が

た
。
市
民
か
ら
の
寄

ま
で
歩
い
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。
帰
り
に
は
緒
本
館
紺
屋
の

お
ひ
な
さ
ま
も
見
学
し
、
郡
山
の
お
ひ
な
ま
つ
り
を
堪
能
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

楽
し
い
一
日
を
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

舟
帝
の
鶴
の
各
り
に
夢
心
地

音
も
舟
も
お
ん
な
の
祭
り
維
め
ぐ
り

ど
の
経
も
見
に
凍
て
も
ら
い
う
れ
し
そ
う



【なら高退教だより52－②】

魔
　
に
　
想
、
笥

竹
　
田
　
愛
　
子

私
は
、
花
を
み
る
た
び
「
花
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
美
し
い
」
と
言
っ
た
作

家
の
言
葉
に
想
い
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
世
に
「
生
」
あ
る
も
の
は
、
す
べ
て
自
分
の
中
に
欠
如
し
て
い
る

も
の
を
他
か
ら
い
た
だ
い
て
生
き
て
い
る
。

花
も
、
人
の
一
生
と
同
じ
く
、
助
け
ら
れ
た
り
、
助
け
た
り
し
て
自
分

と
云
う
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。

自
分
の
こ
れ
ま
で
の
生
き
方
・
あ
り
方
が
ど
う
だ
っ
た
の
か
を
思
わ
ず
考
え

て
し
ま
う
箇
所
も
多
々
あ
っ
た
。

さ
ら
に
加
島
ワ
ー
ル
ド
に
浸
り
た
い
と
い
う
む
き
は
、
「
タ
オ
ー
老
子
」
へ
。

「
タ
オ
の
教
え
」
境
野
勝
悟
（
大
和
葦
原
）

「
L
I
F
E
」
　
加
島
祥
造
（
P
A
R
C
O
出
版
）

「
タ
オ
ー
老
子
」
加
島
禅
道
（
筑
摩
萱
居
）

各
部
の
学
習
会
　
要
項

厳
寒
の
中
で
、
凛
と
し
て
咲
く
花
を
み
る

た
び
、
あ
な
た
は
何
に
助
け
ら
れ
そ
ん
な
に

美
し
く
誇
ら
し
げ
に
咲
い
て
い
る
の
で
す
か

と
、
問
い
か
け
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
私
も
花
の
よ
う
に
少
し
で
も
人

の
役
に
立
て
る
よ
う
自
分
を
み
つ
め
な
お
し
、

花
の
よ
う
に
誰
か
の
心
に
残
る
よ
う
な
人
生

を
送
れ
た
ら
と
願
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

多
く
の
先
生
方
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。

参
加
裏
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
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ラ
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「
哲
学
ブ
ー
ム
の
な
か
で
」

杉
　
井
　
辰
　
彦

哲
学
（
自
然
の
成
り
立
ち
の
解
明
や
、
人
間
の
あ
り
方
・
生
き
方
を
探

究
す
る
学
問
）
が
静
か
な
ブ
ー
ム
で
あ
る
。

何
故
な
ん
だ
ろ
う
か
。
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
、
日
本
の
混
沌
と
し
た

世
相
に
拍
車
が
か
か
る
中
で
、
不
安
が
つ
の
り
、
行
き
場
を
失
っ
た
人
々

の
群
れ
。
年
間
の
自
殺
者
が
三
万
人
も
い
る
と
い
う
状
況
。
（
こ
の
こ
と

は
八
・
九
年
も
前
か
ら
、
五
木
寛
之
氏
が
憂
い
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

は
あ
る
が
）
。
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
求
め
、
生
き
る
指
針
を
模
索
す
る
人
々
。

そ
こ
で
、
哲
学
に
そ
の
ヒ
ン
ト
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
二

年
前
の
1
丁
チ
ェ
へ
の
関
心
の
高
ま
り
は
、
そ
の
一
例
な
の
だ
ろ
う
。

数
年
前
か
ら
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
（
あ
り
方
）
を
模
索
し
て
い
た
筆
者
は
、

加
島
祥
進
と
い
う
人
の
記
事
を
目
に
し
た
。
彼
の
あ
り
方
（
生
き
方
と
い

ぅ
か
、
琴
b
し
ぶ
り
と
い
う
か
）
に
、
す
ご
く
魅
か
れ
た
。
彼
の
あ
り
方

の
ベ
ー
ス
に
老
荘
恩
憩
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
老
荘
思
想
を
知
る
た
め
、
ま

ず
「
タ
オ
の
教
え
」
を
手
に
と
っ
た
。
こ
の
本
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
シ
ン

プ
ル
」
。
こ
の
世
で
一
番
最
初
に
、
気
楽
に
楽
し
く
生
き
よ
う
と
提
唱
し

た
老
子
・
荘
子
の
考
え
方
を
、
「
見
方
を
か
え
る
こ
と
」
・
「
争
い
か
ら

自
由
に
な
る
こ
と
」
・
「
求
め
な
い
こ
と
」
・
「
ゆ
っ
く
り
、
の
ん
び
り

生
き
る
こ
と
」
、
「
無
為
自
然
（
老
荘
思
想
の
重
要
な
テ
ー
マ
の
の
一
つ
）
、

ぁ
る
が
ま
ま
に
い
き
る
こ
と
」
の
五
項
目
に
わ
け
て
、
実
に
わ
か
り
や
す

く
説
い
て
い
る
。

「
タ
オ
の
教
え
」
を
読
ん
だ
後
、
「
1
I
F
E
」
を
手
に
し
た
。
自
然
と

向
き
あ
い
、
花
々
を
愛
で
、
動
物
と
接
し
な
が
ら
、
あ
り
方
を
模
索
し
っ

っ
、
老
荘
思
想
を
内
な
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
、
具
体
化
し
て
い
る
よ
う

に
思
え
た
。

た
と
え
ば
、
「
無
為
と
は
万
象
の
内
な
る
リ
ズ
ム
に
従
っ
て
為
す
こ
と

な
の
だ
」
と
は
、
「
社
会
の
忙
し
い
リ
ズ
ム
に
巻
き
」
ま
れ
、
自
分
に
ほ

ん
ら
い
備
わ
っ
た
リ
ズ
ム
を
忘
れ
た
こ
と
に
き
ず
い
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
社

会
の
リ
ズ
ム
か
ら
離
れ
て
み
る
こ
と
だ
」
と
な
る
。
実
に
明
解
。

「
タ
オ
」
解
明
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
水
」
。
水
も
つ
重
要
性
を
手
掛
か

り
、
タ
オ
と
の
類
似
性
を
指
摘
し
な
が
ら
展
開
さ
れ
て
い
く
。
こ
れ
も
実

に
明
解
。

①
　
健
康
生

日

　

　

時

易
　
　
所

テ
　
ー
　
マ

申
込
締
切

②
　
人
権
数

日

　

　

寺
n
H

易
　
　
所

■
」
「
l
′テ

　
ー
　
マ

申
込
締
切

③
　
福
祉
部

活
部

6
月
7
日
（
土
）
　
1
4
‥
0
0
～
1
6
‥
0
0

県
婦
人
会
館
　
研
修
室

「
女
性
は
な
ぜ
長
生
き
か
」

5
月
2
3
日
ま
で

育7
月
5
日
（
土
）
　
1
4
‥
1
0
～
1
6
‥
3
0

県
婦
人
会
館
　
研
修
室

「
若
者
の
労
働
二
屈
用
問
題
に
つ
い
て
」

6
月
2
0
日
ま
で

日

　

　

寺
H
H

場
　
　
所

テ
　
ー
　
マ

申
込
締
切

8
月
9
日
（
土
）
　
1
4
‥
3
0
～
1
6
‥
0
0

県
婦
人
会
館
　
研
修
室

「
健
や
か
に
歳
を
重
ね
る
た
め
の
実
践
」

7
月
2
5
日
ま
で

☆
軽
い
運
動
も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
活
動
し
や
す
い

服
装
で
お
越
し
下
さ
い

会
場
準
備
の
都
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
参
加
申
込
を
お
願
い
し
ま

す
。
同
封
の
ハ
ガ
キ
（
5
2
円
切
手
を
お
貼
り
下
さ
い
）
ま
た
は
官
製
ハ

ガ
キ
で
お
申
込
下
さ
い
。

－
活
動
予
定
1
　
4
月
～
8
月

2
4
月
上
旬

4
月
2
1
日

5
月
2
4
日

6
月
7
日

6
月
1
0
日

6
月
2
3
日

7
月
5
日

8
月
9
日

8
月
下
旬

9
月
中
旬

1
0
月
中
旬

1
0
月
下
旬

1
0
月
3
1
日

1
1
月
中
旬

1
2
月
上
旬

（土）（土）（月）（土）（土）

高
退
教
だ
よ
り
5
2
号

新
加
入
案
内
　
発
送

会
計
監
査

新
会
員
歓
迎
交
流
会

健
康
生
活
部
　
学
習
会

日
退
教
　
総
会

高
教
組
定
期
大
会

役
農
幹
事
会

人
権
学
習
会

役
員
幹
事
会

福
祉
部
　
学
習
会

高
退
散
だ
よ
り
5
3
号

発
送

春
日
ホ
テ
ル

県
婦
人
会
館

日
本
教
育
会
館

春
日
野
荘

県
婦
人
会
館

県
婦
人
会
館

編
集
・
印
刷

9
月
以
降
の
予
定
…
詳
細
は
次
号
で
…

全
国
高
齢
者
集
会

日
退
教
学
習
会
・
交
流
集
会

高
退
教
総
会

（
金
）
退
数
互
大
会

歴
史
散
歩
部
ハ
イ
キ
ン
グ

人
権
学
習
会

橿
原
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

2
月
下
旬
～
3
月
上
旬
　
学
習
会

原
稿
募
集

会
員
の
皆
様
の
近
況
を
紙
面
に
〓
‥

＝
同
封
の
用
紙
・
送
付
用
封
筒
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
‖


